
単方向リモコンエンジンスターター＆ターボタイマー

SR200
取扱説明書／保証書

この度はリモコンエンジンスターターをお買い求めいただきまして誠にありがとうござい
ます。本書には取付けおよび操作手順が説明されております。正しくご使用いただくため
に本書をよくお読みのうえ、ご使用ください。また読み終えた後、いつでも見られるよう
大切に保管してください。

最新版の取扱説明書は弊社ホームページで確認いただけます。
http://www.e-comtec.co.jp

 注意

必ずバッテリーを外した状態で取付けをしてください。
初期設定および動作確認を行わないと本製品でエンジンは始動しません。
取付けた時や車両バッテリーを交換・取外した時は必ず、初期設定および動作
確認（⇒P16～ 19）を行なってください。

本書の見かた

⇒PXX 参照先を記載しています。(XXはページ )

 アドバイス 本製品に関する補足情報を説明しています。

別途オプションが必要なことを表します。

P-Ver.1 400131
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ご使用の前に、この「ご使用上の注意」をよくお読みのうえ、正しくお使いくだ
さい。また、注意事項には危害や損害の大きさを明確にする為に誤った取扱いを
すると生じる、または想定される内容を「警告」・「注意」の2つに分けています。

 警告 警告を無視した取扱いをすると、使用者が死亡や重傷を負う原因となります。

 注意 注意を無視した取扱いをすると、使用者が障害や物的損害を被る可能性があります。

 警告
取付けの安全上、お客様ご自身での取付作業に関するご質問、情報開示、サポート等に関し ●
ては一切お答えできませんのでご理解ください。

メインユニットハーネスと車種別専用ハーネスに必ず市販の絶縁テープを巻いて保護してく ●
ださい。各種ハーネスと車両金属部が接触してショートし、メインユニットの故障、車両
ヒューズ切れなどの本体の動作不良になる恐れがあります。また絶縁テープを巻いた各種
ハーネスをダッシュボード内（コラムカバー内等）へ収納する際、狭いスペースのため、各
種ハーネスと車両金属部が接触してショートしないようにしっかりと固定し十分に気をつけ
て取付けを行なってください。車両金属部の接触によるショートが原因の本体動作不良また
は車両や車載品の故障、事故などの付随的損害については弊社では一切責任を負いません。

排気ガス中毒の危険性があるため、換気の悪い車庫や屋内での使用はしないでください。 ●
ボディカバーを掛けたままの使用はしないでください。 ●
火災の危険性があるため、燃えやすい物の近くでは使用しないでください。 ●

暴走事故を防止するため、キーをOFF にする時は AT シフトレバーを ● P（パーキ
ング）に入れ、パーキングブレーキを確実にかけてください。特に、日産 AT車で
Be-2500( キーロックリレーアダプター ) を装着した車は、 P（パーキング）以外で
もキーを抜くことができるため、必ず操作方法を守ってください。

アイドリングの直後や本製品作動中にエンジン点検等を行うと、火傷をする恐れがあり ●
ますので、エンジンルーム内を十分に冷ましてから行なってください。

お子様やペットを車に乗せたままでは、絶対に使用しないでください。 ●
リモコンはお子様の手の届かない場所に大切に保管してください。 ●
マニュアルミッション車には本製品を取付けしないでください。事故になる危険性があります。 ●
一部の車両で本製品をつけることによりエンジンを停止する時にシフトレバーがP ●
（パーキング）、N（ニュートラル）位置以外でキーがOFFまで回りキーが抜けてしまい、
車両が動きだしてしまう可能性があります。その場合、オプションBe-963( カーテシ
線・Pポジション線兼用）またはBe-973（シフト検出アダプター）等が必要になる
場合があります。また、エンジンを止める時は必ずシフトレバーがP（パーキング）の
位置にあることを確認してからエンジンを止め、キーを抜いてください。

車種別専用ハーネスから他の電装品の電源やACC電源を取らないでください。メイン ●
ユニットの故障および動作不良の原因となります。

バッテリー端子の取付け取外しをする際は、工具を使ってしっかりと締め付けて固定し ●
てください。不適切な取付けを行うと車両火災の原因になります。

ご使用上の注意
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 注意
本製品は日本国内のみ使用できます。海外では使用しないでください。 ●
リモコンのケースやアンテナを手などで包み込むと電波の飛距離が短くなります。 ●
ターボタイマー（スターター含む）や他社製盗難警報機との併用取付けはできません。 ●
本製品作動中は、車の仕様によりキーレスエントリーシステムまたはワイヤレスドア ●
ロックが作動しない事があります。リモコンでエンジンを停止してからご使用ください。

本製品作動中、オートポジションステアリングおよびドライビングポジショニングシス ●
テムが作動しない事があります。リモコンでエンジンを停止してからご使用ください。

本製品をスズキプッシュスタートシステム車へ取付ける場合、ターボタイマー機能は使 ●
用しないでください。車両故障の原因となります。

公道でエンジンをかけたまま車両を無人で放置すると、道路交通法違反となります。必 ●
ず私有地でご使用ください。(公道とは、公共施設・スーパー・月極等の駐車場や河川敷・
神社の境内等、不特定多数の車が出入りできる場所を含みます。)

一部車両にてエンジンスターター作動中、エアコンなどの電装品が使用できない場合が ●
ありますが、故障ではありません。

本製品は防水加工されていません。雨、雪、水などのかかる場所や濡れた手での操作は ●
避けてください。リモコン内部に水分が浸入した場合、故障の原因となり修理不可とな
る事があります。
※ 急激な温度変化による結露や汗をかいた手で触ったり、ポケット等に入れた状態で雨
や汗による蒸れ等によって内部に水分が浸透する恐れがありますのでご注意ください。

本製品の故障による代替品の貸出および付随的障害、損害（車両のトラブル、火災、電 ●
話代、レンタカー代、作業補償、商業損失など）についての補償は弊社では一切行なっ
ておりません。

本製品取付け後にエンジン始動および停止した時、メインユニットからブザー音が鳴※ 
ることがありますが、異常ではありません。

 電波法について
リモコンケース裏面の技術基準適合証明ラベルは剝がさないでください。このラベルを ●
剥がすと技術基準適合機として認められなくなるので、必ずラベルが貼られた状態で使
用してください。

分解したり改造することは、電波法で禁止されています。改造して使用すると電波法に ●
より罰せられることがあります。
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梱包内容

メインユニット

■メインユニット（1個）

■アンテナユニット（1個）

メインユニット固定方法は
P30参照

車種別専用ハーネス（別売）
（⇒P15）

アース線　黒／白コード（約1.0ｍ） 
(⇒P12）

付属12Pコネクター取付けポート
（⇒P24～25）

オプションイモビ対応アダプター
4P取付けポート（⇒P45）

30Aヒューズ
(⇒P30）

アンテナ差込口

アンテナ固定方法はP13参照



梱包内容

6

付属品
インシュロック（1本） エレクトロタップ (2個 )

12Pコネクター（1個）

リモコン

②

③

④

①
No. 名　称

① LED（赤）

② スタート／ LOCKスイッチ（▶）

③ エンジンスイッチ（E）

④ ストップ／UNLOCKスイッチ（■）
電池の入れ方（⇒P7）※ 

操作方法一覧
作動内容 操作方法

エンジンスタート E → ▶
エンジンストップ E → ■

車両ドアロック＆弊社別売セキュリティシステム　スタート（オプション接続時） ▶ → ▶

車両ドアアンロック＆弊社別売セキュリティシステム　ストップ（オプション接続時） ■ → ■

タイプ１  スライドドアを開ける／閉める
※オプションBe-975『オートスライドドアユニット』接続時 ▶ → E

タイプ2  タイプ3  スライドドアを開ける
※オプションBe-975『オートスライドドアユニット』接続時 ■ → E

タイプ2  タイプ3   スライドドアを閉める
※オプションBe-975『オートスライドドアユニット』接続時 ▶ → E

各種設定操作方法についてはP51～ 57をご確認ください。※ 
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ご使用の前に

電池交換のしかた
電池は下図の手順にしたがって、＋／－の向きを間違えないように交換してくだ
さい。
電池カバーを取付けていないとリモコンの電源は入りませんのでご注意ください。※ 

１） 電池カバーを右図矢印の位置からマイナ
スドライバー等の先の細いものを入れ、
右図のように持ち上げます。
※ 電池カバーを外す時に、ケースやカバーに傷を
つけないよう十分注意してください。

２） 電池を右図矢印方向へ外します。新しい
電池（CR1620× 1個）を入れるとき
は、逆の手順で行います。

※ 電池を入れる時に右図のように＋端子が電池
の上になるように入れてください。

 注意
指定電池（CR1620）以外は使用しないでください。 •
電池寿命の目安は、新品の電池で1日2回の操作で約半年間です。 •
※使用する条件によって異なります。
工場出荷時はテスト用の電池をセットしていますので電池自体が自然放電して電池寿命 •
が約半年間を下回る場合があります。

（横から見た図）

プラス端子
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電波特性（電波飛距離について）
鉄筋コンクリートの壁や、トタンなど電気を通す障害物が車とリモコンの間に ・
あると電波が障害物によって反射吸収されるので、極端に到達距離が短くなり
ます。
電波は直進しかしません。ただし反射しながら飛ぶ場合があります。車が直接 ・
見えていなくてもまわりに反射できそうな壁・建物等があれば届くことがあり
ます。逆に、車との間に障害物があった場合まわりに反射できる壁・建物等が
なければ届きません。

反射しないので電波は
車に到達しない。

障害物にもよりますが、
電波は極端に減衰します。

障害物

壁反射

反射

壁

反射する時にも電波は
吸収されるので、
飛距離は短くなります。

リモコンを操作する時は、電波送受信の安定性を確保するために、下記のよう ・
に操作してください。
アンテナ部に触れた状態で操作すると、著しく通信距離が短くなりますのでご ・
注意ください。

● アンテナを伸ばさずに操作
すると電波の送受信距離が
短くなります。

● ケースやアンテナを、手で
包み込まないよう操作して
ください。

● リモコンは垂直に立てて操
作してください。
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スリープ機能について
車を使用しない状態が14日間続くと、バッテリーの消耗を抑えるスリープ ・
機能が働きます。
スリープ機能が働くと、本製品によるエンジン始動はできません。 ・
スリープ機能を解除する時は、1度キーでエンジンを始動させてください。 ・

14日後

バッテリーについて
車のバッテリーの性能が低下している時は、キーで始動する場合に比べ、リモ
コンでのエンジン始動ができにくくなります。このような時はバッテリーを充
電するか、新しいものと交換してください。

 アドバイス
寒冷地では L端子配線の接続をおすすめします。・ 
車のバッテリー交換を行なった場合は再度初期設定および動作確認（⇒ P17～・ 
20）を必ず行なってください。
車のバッテリー性能・電圧が低下している時は、キーではエンジンが始動できるが・ 
リモコンでのエンジン始動ができない場合があります。気候やバッテリー状態によっ
て異なりますので十分にご注意ください。本体の不良ではありません。
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取付け上の注意
 注意

取付けには専門知識が必要です。取付けはお買い上げの販売店またはカーディーラー等に
ご依頼ください。お客様ご自身で取付けられた場合は、保証が受けられません。

取付ける前に下記の点に注意して、本製品の取付けを行なってください。

取付けに必要な工具等
・サーキットテスター ・ドライバー（＋） ・ニッパー ・絶縁テープ
・プライヤー ・スパナまたはボックスレンチ ・保護テープ
その他の工具が必要になる場合があります。※ 

シフトレバーとパーキングブレーキ (サイドブレーキ )について
シフトレバーをP (パーキング )にして、パーキングブレーキ (サイドブレー
キ )を確実にかけ、キーを抜きます。

抜く

配線について
ダッシュボード内（コラムカバー内など）へ収納する際、各種ハーネスが車両
金属部（コラムシフトレバー可動部、ステアリング可動部、ペダルのスプリ
ング、その他鉄板など）と接触してショートしないように注意してください。
メインユニットのヒューズ切れ、メインユニット故障、車両ヒューズ切れなど
本体の動作不良となります。必ず市販の絶縁テープを巻いて保護し、取付けを
行なってください。

コラムシフト
レバー

コラムシフト
レバー可動部

スプリング

絶縁テープ絶縁テープ

取付け
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エレクトロタップ使用方法について

１） 車両側配線をエレクトロタップ側面より
はめ込み、オプション配線は差込み穴か
らストッパーまで深く挿入します。

２） プライヤーで金属端子を完全に押込みます。

３） カバーを矢印の方向に倒し、ロックします。

４） 絶縁テープを巻いて作業終了です。

金属端子
差込み穴

車両側配線

オプション配線

プライヤー

グレー部分全体にテープ
を巻いてください。
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車両への接続
 取付け手順における注意点

取付け手順（⇒P12～ 16）通りに接続を行わないとメインユニットから接続確認メロ
ディ「ドレミファソラシド」が鳴らない場合があり、初期設定および動作確認を行うこと
ができません。必ず取付け手順に従って取付けを行なってください。

取付け手順
１） 車両のバッテリー㊀（マイナス端子）

を外します。

 注意
バッテリーを外すとオーディオ・ナビゲーション・時計などがリセットされます。 •
ナビゲーションにパスワードが設定されている場合は、パスワードを解除してからバッ •
テリーを外してください。解除しないとバッテリーを接続した時にパスワードを入力す
る必要があり、パスワードがわからないとナビゲーションが使用できなくなります。

２） アース端子を取付けます。
アース端子（黒／白コード）を、塗装されていないボディまたは塗装部
を削ったボディ、フレームのビスへ確実に共締めしてください。
※ 塗装されたボディに取付けすると、アースが不安定になり動作不良の原因となります。
アースは正しく取付けてください。

アース箇所

この部分に取付けます

メインユニット

アース端子

（取付例）

確実に共締めしてください

※塗装部を削ってください

 注意
アースボルトとアース端子の間に樹脂などを挟んでいる（右・ 
図）と初期設定および動作確認が行えないため、車両鉄板部
に確実に共締めしてください。
取付け手順通り ( ⇒ P12～ 16 ）に接続を行わないとメインユ・ 
ニットから接続確認メロディ「ドレミファソラシド」が鳴らない
場合があり、初期設定および動作確認を行なうことができません。 
必ず取付け手順に従って取付けを行なってください。
オーディオやナビゲーションなど、他の電装品と同じボルト・ 
にアースを取付けないでください。本製品の動作不良やオー
ディオのメモリーが消失したりします。

樹脂

アースボルト

アース線

アース端子

NG取付例

車両鉄板部

車両バッテリー外す
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３） アンテナユニットの取付け・配線
① アンテナユニットの取付けは、アンテナユニット本体裏の両面テープ
（下図  部）の剥離紙をはがして、ダッシュボード、サイドピラー
（Ａピラー）等に取付けてください。

アンテナユニット
◇取付け例アンテナユニット裏側

② アンテナコードの端子をメインユニッ
トのアンテナコネクターに差込みます。

③ アンテナコードをメインユニットのコード
固定部にしっかりと固定します。

④ アンテナユニットのアンテナを立てた
状態でご使用ください。

※ アンテナを立てていない場合、通信距離が極端
に短くなります。

 注意
アンテナコードは束ねないでください。通信距離が極端に短くなります。 •
視界の妨げになる場所（運転席／助手席から前のガラス面等）に取付けないでください。 •
エアバッグ（助手席・サイド含む）の作動に影響の無い場所に取付けてください。 •
取付ける際は、あらかじめ汚れや脂分をよくふきとってから貼ってください。 •
アンテナを可変させる場合は必ず根元を持って動かしてください。先端を持って無理に •
可変させると、アンテナが変形する可能性がありますので十分ご注意ください。
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４） 車両のキーシリンダーから出ているコネクターを探します。
※ コネクターの場所は車種によって異なります。（ほとんどの車両が下記のいずれかに  
あてはまります）車種によってはコネクターが2ケ所存在する場合もあります。

① キーシリンダー直付けタイプ

キーシリンダー

コネクター

② キーシリンダーから10cm～ 30cm
の場所にあるタイプ

③ ヒューズボックス、またはヒューズ
ボックス付近にあるタイプ

▲

キーシリンダー

▲
コネクター

ヒューズボックス
コネクター
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５） 車両側のコネクターを外し、外したコネクター間を車種別専用ハーネス
（別売）で接続してください。その際、市販の絶縁テープを巻いて配線を
保護してください。

≪パターン1≫ ≪パターン2≫

車種別専用ハーネス（別売） 車両側コネクター

車両側
コネクター

絶縁テープ 絶縁テープ

または

 注意
車種別専用ハーネス（別売）を接続しただけでは、エンジンは始動しません。   •
もしエンジン始動した場合は、間違ったコネクターに接続していますので、別のコネク
ターを探してください。
車種別専用ハ－ネスによっては車両側のコネクターを2ケ所外し、接続する必要があり •
ます。（パターン2参照）

６） ２）のアース端子の取付けを行なってから車種別専用ハーネスの8Pコ
ネクターとメインユニットの8Pコネクターを接続します。
車種別専用ハーネスにより灰色コードの接続方法が異なります。下記の
①、②を参照し、正しく接続してください。
①車種別専用ハーネスに灰色コードがない場合

車種別専用ハーネスに
灰色コードがない

メインユニット

灰色コード

8Pコネクターを接続する

②車種別専用ハーネスに灰色コードがある場合

灰色コード

灰色コード メインユニット

灰色コード

8Pコネクターを接続し、灰色コードを
図のように差換える

ギボシ

車種別専用ハーネスに
灰色コードがある

 注意
灰色コードがある車種別専用ハーネスを使用する場合、灰色コードの差換えを行わない
と車両自体の動作不良（エアコン、オートクルーズ等の動作不良、ABSランプの点灯、 
P/N検出エラーなど）の原因となります。
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７） 5）の８Ｐコネクター接続が終わり、車両のバッテリー㊀（マイナス端子）
を取付けるとメインユニットから接続確認メロディ「ドレミファソラシ
ド」が鳴ります。

ドレミファ
　ソラシド♪

 アドバイス
メインユニットから接続確認メロディ「ドレミファソラシド」が鳴らない場合
車種別専用ハーネスの適合する品番、または専用ハーネスの取付け位置を確認の上、
アース端子の取付位置の変更と、メインユニットの８Ｐコネクター（⇒P15の 6））
を外して約30秒以上待ってから、再度８Ｐコネクターの接続を行なってください。

８） 初期設定を行うまで「ピロリ…ピロリ…」とブザー音が鳴り続けます。
初期設定および動作確認（⇒P17～ 20）を行なってください。
※ディスプレイモード設定時はブザー音は鳴りません。
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初期設定および動作確認
〈重要〉初期設定および動作確認を行わないと本製品は作動しません。

事前確認事項
取付けおよび接続後（⇒P12～16）、・ 接続確認メロディ「ドレミファソラシド」
を確認してから、必ず下記の初期設定および動作確認を行なってください。
初期設定および動作確認前に安全のため、必ずパーキングブレーキをかけてく・ 
ださい。
初期設定を行うまで「ピロリ…ピロリ…」とブザー音が鳴り続けます。・ 
車両バッテリーの交換や、本製品の付替えなどで、車両バッテリーや車種別専用ハーネ※ 
スを取外した場合にも下記の『初期設定および動作確認手順』と『IDコードの再登録』
（⇒P60）を行なってください。

初期設定および動作確認手順
以下の操作を行わないとリモコンでエンジン始動できません。

１） キーをACC（アクセサリー）の位置まで回して止めてください。

  O
N   

ACC

Q: この時、ラジオ等アクセサリー電源がONになりますか？

２）へ
NO AYES

P21

２） キーをONの位置まで回して止めてください。
ピッ ピッ

    
 

ON
約10秒以内

Q: この時、メーターパネル等の電源がONになり、メインユニットのブ
ザー音が約10秒以内に「ピッピッ」と鳴りますか？

３）へ
NO AYES

P21

 注意
セルを回さずにキーをONで 5秒以上停止した場合に、メインユニットから毎回ブザー
音が「ピッピッ」と鳴りますが、本製品の仕様のため異常ではありません。
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３） ２）の操作後、キーをOFFにせずに 10秒以内にセルを通常より長めに
回し、エンジンを始動してください。

ピーピッピッ

  O
N   

START

約5秒後

Q: この時、エンジンが始動し、約5秒後にメインユニットのブザー音
が「ピーピッピッ」と鳴りますか？
なお、L端子検出線を接続している場合は、メインユニットのブザー
音が「ピーピーピー」に変わります。（⇒P27～ 29）

４）へ
NO AYES

P21

 注意
セルを通常より長めに回し、エンジンを始動することにより、車両情報を認識します。
上記操作を行い、メインユニットのブザー音が鳴らないとリモコンでエンジンが始動でき
ません。
ブザー音が鳴らない場合は、もう一度 ２）から動作確認操作を行なってください。

 アドバイス
プッシュスタート車の初期設定方法
１）ブレーキを踏まずプッシュスイッチを2回押します。

２） 10秒以内にメインユニットから「ピッピッ」とブザー
音が鳴ります。

３） 10秒以内にブレーキを踏みながら、スイッチを  
1 回押してエンジンを始動させてください。

４） 約 5秒後にメインユニットから「ピーピッピッ」と
音が鳴り完了です。  
なお、L端子検出線を接続している場合は、メイン
ユニットのブザー音が「ピーピーピー」に変わります。

５）最後にプッシュスイッチを1回押し、エンジンを停止してください。

ピッピッ

ピーピッピッ
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４） キーをOFFの位置まで回して、抜いてください。

抜く

Q: この時、エンジンが停止しますか？

５）へ
NO BYES

P21

５） リモコンのエンジンスイッチ（E）を押した後、リモコンのLEDランプ（赤）
が点滅している間にスタートスイッチ (▶ ) を押してください。

ピーッ ピッ ピッ ピッ…

Q: この時、メインユニットのブザー音が「ピーッ」と１秒間鳴り、エン
ジンが始動しますか？
また、アイドリング開始後、メインユニットのブザー音が「ピッ ピッ 
ピッ…」と鳴りますか？

６）へ
YES

７）へ
YES

フットブレーキ配線を
していない場合

フットブレーキ配線を
している場合 NO C

P21

 アドバイス
アイドリング中でのメインユニットからのブザー音「ピッ ピッ ピッ…」を消音する・ 
事はできません。
エンジン始動時、メインユニットのブザー音が ｢ピッピー｣ と鳴る場合は、ディス・ 
プレイモードに設定されていますので、設定を無効にしてください。（⇒P56）
エンジン始動してもエアコンが効かない場合やオートクルーズ等の動作不良、ABS・ 
ランプの点灯、P/N検出エラーなどが出る場合は、車種別専用ハーネスの灰色コー
ドの差換えを行なってください。（⇒P15）
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６） A/T シフトストップ機能の確認をしてください。エンジン始動中にシフ
トレバーをP（パーキング）またはN（ニュートラル）以外の位置にし
てください。（一部車両でシフトレバーがロックされて動かない場合があ
ります。そういった車両の場合、以降の動作確認は必要ありません）

Q: シフトレバーを動かして、エンジンが停止しますか？
また、メインユニットのブザー音が「ブーブーブーブー、ブーブーブー
ブー」（P/N検出エラー音）と鳴りますか？

すべての動作は正常です。

・シフトレバーが P/N 以外に動かない
・シフトレバーが P/N 以外に動いた場合、
エンジンが停止し、ブザー音が鳴る NO・エンジンが停止しない

・ブザー音が鳴らない D
P21

YES ７)へ

 アドバイス
車両によって取付け時にはP/N検出エラー (⇒ P22、【No.2】) が出なくても、使用
途中からエラーが出る場合があります。取付け時にフットブレーキ検出線（黄）の接
続することをお勧めします。（⇒P22）

７） ６）にてD へ進んだ場合フットブレーキ検出線（黄）を接続後、フッ
トブレーキを踏んでください。（⇒P26）
Q: この時、エンジンが停止し、メインユニットのブザー音が「ブー、ブー」
（フットブレーキ検出エラー音）と鳴りますか？

すべての動作は正常です。

YES NO E
P21

※再度、エラー音を確認したい場合は、リモコンのエンジンスイッチ（E）を押した後、
リモコンの LEDランプ（赤）が点滅している間にストップスイッチ（■）を押
してください。
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初期設定および動作確認対処方法
下記のA～Eの各対処方法を行った場合は、再度初期設定および動作確認を
１）から行なってください。

A 1. 車種別専用ハーネスの配線場所が違っていませんか？（⇒P14）
2. 車種別専用ハーネスの配線方法が違っていませんか？（⇒P12～ 16）
3. お車に適した車種別専用ハーネスを使用していますか？
（ 弊社ホームぺージ http://www.e-comtec.co.jp 車種別専用ハーネス適合表
にて確認してください。）

4. アース端子は確実にボディアースへ接続されていますか？
→ アース端子を塗装されていないボディ、または塗装部を削ったボディへ  
しっかり取付けしてください。（⇒P12）

5. エンジンを始動する際、セルを回す時間が短くありませんか？
→ セルを通常より長めに回し、エンジンを始動することで車両情報を認識しま
す。（⇒P17～ 18）

B ターボタイマーが作動していませんか？（⇒P58）
→ターボタイマーの設定を「設定OFF」にしてください。

C 1. 動作不良エラーブザー音が鳴る時
→動作不良エラーブザー音を確認し、エラーを解除してください。（⇒P22～ 23）

2. 動作不良エラーブザー音が鳴らない時
→セルが短くエンジンが始動しない場合は、セルストップ時間の調整をしてく
ださい。（⇒P52、53、59）

→セルが回らない場合、スマートキー装着車、インテリジェントキー装着車、
イモビライザー装着車の可能性があります。
別売のオプションで対応してください。（⇒P45）

→ IDコードの再登録を行なってください。（⇒P60、61）

D フットブレーキ検出線を接続し、フットブレーキを一度踏んでください。
（⇒P26）

E フットブレーキ検出線の接続を確認してください。（⇒P26）
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動作不良エラー確認表
メインユニットからのブザー音の鳴り方で、製品の動作状態やエラー内容を確
認することができます。
No. ブザー音 名　称 内容／対策方法

1 ブー、 ブー フットブレーキ
検出エラー

本製品作動中にフットブレーキを踏んでエンジンが停止した時のエ
ラー音
フットブレーキを踏んでいないのに検出する場合

対策
フットブレーキ検出線の接続を確認してください。( ⇒ P26)

2

ブーブーブーブー、

ブーブーブーブー
P/N 検出
エラー

本製品作動中にシフトレバーをP ( パーキング ) またはN ( ニュートラ
ル )以外に動かしてエンジンが停止した時のエラー音
リモコンでエンジン始動操作を行ったがエンジンが始動しない場合

対策  ①フットブレーキ検出線を接続し、フットブレーキを一度踏
んでください。（⇒P26）

 ②イモビライザー装着車の場合、イモビ対応アダプターの取
付・接続方法の確認をしてください（イモビ対応アダプター
の取扱説明書参照）

3
ブッブッブッ、

ブッブッブッ
Pポジション
検出エラー

Pポジション配線した場合、本製品作動中にシフトレバーをP (パー
キング )以外に動かしてエンジンが停止した時のエラー音
シフトレバーを動かしていないのに検出する場合

対策
Pポジション線の接続を確認してください。（⇒P45）
( オプションBe-963取扱説明書参照 )

4
ブッブッブッブッ、

ブッブッブッブッ

初期設定
車両情報未登録
エラー

対策
本製品の取付けを行った後、『初期設定および動作確認』の手順に従い、
セルを通常より長めに回し、エンジンを始動させて車両情報の登録を
行なってください。（⇒P17～ 20）
車両情報の登録を行わないとリモコンでエンジンが始動できません。

5 ブッ、ブッ ACC検出
エラー

本製品作動中にキーをONの位置まで回さずにACCで止めてエンジン
が停止した時のエラー音

6
ブーブッ、

ブーブッ
L端子配線
違いエラー

L端子配線を L端子以外の線に間違って配線した時のエラー音

対策
L端子検出線の接続を確認してください。（⇒P27～ 29）
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No. ブザー音 名　称 内容／対策方法

7

ブーブッブッ、

ブーブッブッ
リモコン ID
未登録

対策
リモコンの IDコードの再登録または追加登録を行なってください。

8

ブッブッブーブー、

ブッブッブーブー
エンジン始動
検出エラー　

エンジンスターターによるエンジン始動が2回連続で失敗した時の
エラー音

対策
①エンジンが始動するまでセルが回らない場合
セルストップ方式がオートの設定の場合はセル延長時間を現状の
設定より延長、マニュアルの場合はセルストップ時間を現状の設
定より長めに設定してください。（⇒P52、53、59）
②エンジン始動検出が自動検出できない場合
L端子検出線を接続してください。（⇒P27～ 29）
③イモビライザー装着車の場合
取付車両に適合する、イモビ対応アダプターを取付けてください。
（⇒P45）
④インテリジェントキー装着車の場合
インテリジェントキー対応ハーネスの適合車種であればインテリ
ジェントキー対応ハーネスを取付けてください。

9
ブーブッブッブッ、

ブーブッブッブッ
カーテシ検出
エラー

カーテシ配線した場合、リモコンでエンジン始動中ドアを開いてエン
ジンが停止したときのエラー音
ドアを開けていないのにエンジンが停止、またはエンジンが始動しな
い場合

対策
カーテシ線の接続を確認してください。( ⇒ P41、42）

 注意
車両によりルームランプ点灯中はエンジンを始動することができませ
ん。ルームランプが消灯してからエンジンを始動してください。

10

ブッブッブー、

ブッブッブー

バッテリー電圧
低下エンジン
始動エラー

車両バッテリー電圧が低下している可能性があるため、エンジン始動
ができない時のエラー音

対策
バッテリーの充電または交換をおすすめします。（⇒P9）

※ は約0.2 秒を示します。 は約1秒を示します。
※ 再度エラーブザー音を確認したい場合は、リモコンのエンジンスイッチ (E) を押した後、リモコンの LEDランプ（赤）
が点滅している間にストップスイッチ (■ ) を押してください。
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12Pコネクターの接続
12Pコネクタ－にはオプションを接続することができます。（⇒P25）

12Pコネクター（配線側）
12 11 10 89 7

123456
上側
下側

1.フットブレーキ
　検出線（黄）

2.L端子検出線（白）

7.セキュリティシステム
　接続線（茶）

取付け方
１） 付属12Pコネクターに配線する端子を  

しっかりと差込みます。
※ 一度差込むと抜けなくなりますのでご注意ください。

２） 付属 12Pコネクターをメインユニットに
しっかりと差込んでください。
※ オプション等を後から取付けする場合は、一度コネク
ターを抜いてから接続してください。

12Pコネクター
向きに注意！

▲
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12Pコネクター接続内容
NO. 名称 機能説明 参照ページ

1 フットブレーキ フットブレーキ配線をする場合にフットブレーキ検出線
（黄）を使用します。 P26

2 L端子 L端子配線をする場合に L端子検出線（白）を使用します。P27～ 29

3
オプション1

（イモビ／セキュリティア
ラーム対応アダプター）

弊社オプションのイモビ解除アダプター／セキュリティ
アラーム対応アダプターを接続するために使用します。 ―

4 オプション2（オート
スライドドアユニット）

弊社オプションBe-975オートスライドドアユニットを
接続するために使用します。 ―

5 カーテシ /Pポジション
（オプション）

弊社オプションBe-963（Pポジション線兼用）カーテ
シ線（Be-970ドアロック配線キットでも可）を接続す
るために使用します。
【カーテシ】
リモコンでエンジン始動中、ドアを開けるとエンジンを
約15秒後停止、または即停止します。ターボタイマー
作動中はドアを開けてもエンジンは停止しません。
またドアを開けるとオートロック機能を解除します。
【Pポジション】
リモコンでエンジン始動中、シフトがP（パーキング）
以外になった場合にエンジンを停止します。

P41、45

6 オートライト
（オプション）

弊社オプションBe-964オートライト線（Be-970ドア
ロック配線キットでも可）を接続するために使用します P39

7 セキュリティ
システム接続

本製品のリモコンで弊社製カーセキュリティのスタート／
ストップ操作をするときにセキュリティシステム接続線
（茶）を使用します。

P43、44

8 ドアアンロック
（オプション）

弊社オプションBe-970（ドアロック配線キット）ドア
アンロック線を接続するために使用します。

P32～ 369 ドアポジション
（オプション）

弊社オプションBe-970（ドアロック配線キット）ドア
ポジション線を接続するために使用します。

10 ドアロック
（オプション）

弊社オプションBe-970（ドアロック配線キット）ドア
ロック線を接続するために使用します。

11 ハザード
（オプション）

弊社オプションBe-968アンサーフラッシュリレーを接続
するために使用します。
ドアロック /ドアアンロックと連動しハザードが点滅し
ます。

―

12 キーレススタート
（オプション )

弊社オプションBe-964オートライト線を接続するため
に使用します。
純正リモコンのドアロック操作でエンジンの始動ができ
ます。

P37、38
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フットブレーキ配線
エンジンスターター作動時またはターボタイマー作動時、シフトレバーをP
（パーキング）またはN（ニュートラル）以外の位置へ動かした時にエンジンが
止まらない車種や、一部の車種でシフトポジション検出が正常にできずP/N検
出エラーが発生する場合があります。（シフトレバーがP（パーキング）の位
置で、リモコンスタート時にメインユニットからブザー音が「ブーブーブーブー、
ブーブーブーブー」と鳴った場合）
上記の場合はフットブレーキ配線を行い、フットブレーキを一度踏んでください。
シフトチェンジの際に必ずフットブレーキを踏むので、誤発進防止のかわりとしても使※ 
用します。

 注意
日産の一部車両（Y33系のシーマ、セドリック、グロリアは、バードビューナビゲーショ •
ン装着車に限る）はパーキングブレーキへ配線してください。
エアバッグ等の警告ランプが点灯する車種も配線が必要です。 •

配線方法
１） メインユニットのフットブレーキ検出線（黄）を車両フットブレーキ配

線へ接続してください。
フットブレーキを放した状態で0V、踏んだ状態で12Vの配線にフッ
トブレーキ検出線（黄）を付属のエレクトロタップで接続します。

放した状態 踏んだ状態 ※エレクトロタップの使用方法は（⇒P11）

フットブレーキ
検出線（黄）１ｍ

12V0V
エレクトロタップで接続

２） 接続後必ずフットブレーキを一度踏んでください。フットブレーキ検出
線からのブレーキ認識が必要となります。
（この時メインユニットからブザー音は鳴りません）

３） リモコンでエンジン始動中、フットブレーキを踏んでエンジンが止まる
事を確認してください。（動作不良エラー確認表（⇒P22、23）の【No.1】
のブザー音「ブー、ブー」が鳴る事を確認してください）

ブー、ブー

※ リモコンでエンジン始動中、フットブレーキを踏んでもエンジンが止まらない場合、
再度 １）の接続確認を行なってください。
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L 端子配線（任意接続）
本製品には、2種類（自動検出・L端子検出）のエンジン始動検出方法があります。
ほとんどの場合、自動検出でエンジン始動を行えますが、一部車種でできない場
合があります。
セル時間の設定（⇒P59）をしているのにも関わらず、下記のような症状にな
る場合は、L端子配線を行なってください。
エンジンがかかったり止まったりをくり返す。 ・
寒い時はエンジンがかからないが、暖かい時はかかる。 ・
ディーゼル車や寒冷地にてご使用される方は L端子検出を行うと、より確実なエンジン※ 
始動が可能です。

 アドバイス
車両によっては車内の配線へL端子検出線を接続する事ができます。詳しくは弊社ホー
ムページ車種別適合表内の車種別接続図をご確認ください。
※一部情報の無い車両もあります。

 注意
シフトレバーをP（パーキング）にしてキーを抜いてから作業を行なってください。

配線方法
１） エンジンルームと室内の壁面にあるゴム

パッキンなど、線が通る場所にカッター
ナイフ等で穴を開け L端子検出線（白）
を図の様に室内側からいれてください。

２） 車両の L端子線 ( オルタネータの所にあ
ります ) まで、本製品 L端子検出線（白）
を配線してください。

L端子検出線(白)

ゴムパッキン

切り穴■室内側

L端子検出線

ゴムパッキン

オルタネータ



取付け

28

３）車両のオルタネータにある L端子線を探してください。

車両側 L端子の見分け方
キーの位置 ON（セルまで回さないでONで止める）

  O
N   

ON（セルを回してエンジンをかける）

  O
N   

エンジンの
状態

エンジン停止時 エンジン始動時

電圧

※ 電圧の確認は
サーキットテ
スターで確認
してください。

8V以上4V以下

オルタネータ

車両側L端子線

※エンジン始動時8V以下の場合はBe-966 L 端子検出アダプターが必要です。

４） 車両側の L端子線と L端子検出線（白）を付属のエレクトロタップで接
続してください。

車両側L端子線

オルタネータ

L端子検出線(白)

エレクトロタップ

※エレクトロタップの使用方法は（⇒P11）
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５） メインユニットに12Pコネクターを差込んでください。

L端子検出線（白）
3m

６） キーをONの位置まで回して止めてください。  
約10秒以内にメインユニットからブザー音が「ピッピッ」と鳴ります。

  O
N   

ON

ピッ ピッ

約10秒以内

７） ６）の操作後、キーをOFFにせずに 10秒以内にエンジンを始動してく
ださい。エンジンが始動している状態で約5秒後にメインユニットから
ブザー音が「ピーピーピー」と鳴ります。

START

  O
N     O

N   

エンジン始動 エンジン停止

ピー ピー ピー

※ ７）メインユニットからブザー音が鳴らない場合は、再度3）から取付けおよび接
続の確認を行なってください。
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メインユニットの固定方法
全ての動作が正常と確認できたら、各種ハーネスに絶縁テープを巻いて、ハーネ
スの保護を必ず行なってください。

メインユニットハーネスと車種別専用ハーネスの配線保護について
メインユニットハーネスと車種別専用ハーネスに必ず市販の絶縁テープを巻・ 
いて、保護をしてください。
専用ハーネスがコラムシフトやステアリング可動部などと接触してショート・ 
し、メインユニットのヒューズ (30A) 切れやメインユニットの故障、車両
ヒューズ切れなどの本体の動作不良になる恐れがあります。
また、絶縁テープを巻いたハーネスをダッシュボード内（コラムカバー内など）・ 
に収納する際、振動でハーネスが擦れないよう確実に固定をし、各種ハーネ
スと車両金属部がショートしないよう気を付けて収めてください。

メインユニット

車種別専用
ハーネス

絶縁テープ

メインユニット
ハーネス

30Ａヒューズ

 注意
各種ハーネスと車両金属部の接触によるショートまたは車種別専用ハーネスの加工などに
よる本体動作不良や車両故障に関しては弊社では一切責任を負いません。
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メインユニットの取付け

 注意
メインユニットの取付固定を行う前に、初期設定および動作確認を行なってください。 •
（⇒P16～ 19）
エアコンやヒーター等の熱風または水滴を受ける場所・直射日光の当たる場所・不安定 •
な場所・運転の妨げになる場所への取付けは避けてください。

運転の妨げにならない場所に、付属のインシュロックまたは市販の両面テープ
でしっかりと固定してください。（ダッシュボード内側など）

取付例

取付範囲例

ダッシュボード内

メイン
ユニット

市販の両面テープ

ダッシュボード内

インシュロック

車両ハーネス

メイン
ユニット
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ドアロック／ドアアンロック配線の接続 
車両へドアロック／ドアアンロック配線を行うことで、本製品リモコンでドア
ロック／ドアアンロック作動させることができます。（操作方法はP49）
※ オプションBe-970ワイヤレスドアロック配線キットが必要になります。またBe-965
ワイヤレスドアロックアダプターも併せて必要になる車種がありますので車種別ハーネ
ス適合表で確認してください。

 注意
一部車両でエンジンスターターまたはターボタイマーのアイドリング中に、純正のキー •
レスエントリーが作動しないものがあります。
シートベルト警告灯用のコネクター等、車両側コネクター類は絶対に外さないでくださ •
い。本製品作動中にドアロック /ドアアンロックが正常に作動しません。

接続方法について
自動車メーカーや車種によってワイヤレスドアロック接続方法が異なります。

Aタイプ（マイナスコントロール） ･･･ オプション Be-970 ワイヤレスドア
ロック配線キットだけで作動するタイプ

Bタイプ（プラスコントロール） ･････ オプション Be-970 ワイヤレスドア
ロック配線キットおよびオプション
Be-965ワイヤレスドアロックアダプ
ターの両方が必要なタイプ

詳しくは、弊社ホームページのエンジンスターター車種別専用ハーネス適
合表＆車種別接続図をご確認ください。
ホームページ　http://www.e-comtec.co.jp

エンジンスターター適合表はこちらの
QRコードからもご確認できます。

※ただし、下記に示す車両には使用できません。
弊社車種別専用ハーネス適合表にてドアロック／ドアアンロック作動可能と明記のない車種。 •
トヨタ車以外で、純正キーレスリモコンがついていない車種。 •
ディーラーオプションのキーレスリモコン装備車。 •
一部多重通信車。 •
集中ドアロック制御できない車種。 •
弊社製以外のセキュリティシステム装着車。(ドアロック連動タイプ ) •

オプションの取付け
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接続方法
Aタイプ ･･････オプションBe-970だけで作動するタイプ
１） 接続概要図

配線箇所 [ ２） 参照]ドアロックリレー

ドアロックモーター

ドアロックモーター

ドアロックモーター

ドアロックスイッチ

ドアロックモーター

２） 車両側ドアロック／ドアアンロック線を探してください。
ドアロックレシーバー、ドアロックリレー、ドア内へ配線されているハー
ネス、ドア内の集中ロックまわりから探し出します。

ドアロック信号線

ドアアンロック信号線

ロック ドアロック線
（通常3～12V）

ドアロック動作時→0V
動作後→3～12V

アンロック ドアアンロック線
（通常3～12V）

ドアアンロック動作時→0V
動作後→3～12V

 アドバイス
場所および電圧は車種によって異なり、一部の車種ではパルス信号のため、12V出
力しないものがあります。
詳しくは、弊社ホームページのエンジンスターター車種別ハーネス適合表＆車種別接
続図をご確認ください。

３） ドアロック／ドアアンロック線（緑・紫）を車両側ドアロック線／ドア
アンロック線にそれぞれエレクトロタップで接続します。

ドアロック線（緑）

車両ドアロック線

ドアアンロック線（紫）

車両ドアアンロック線

※エレクトロタップ使用方法は（⇒P11）
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４） エレクトロタップで接続後、必ずBe-970 ワイヤレスドアロック配線
キットの端子部をボディアースに接触させ、ドアロック／ドアアンロッ
クが作動するか確認します。

ドアロック線 (緑 )

ドアアンロック線 (紫 )

ボディアース箇所

ボディアース箇所

ロック

アンロック

ドアアンロックが作動する場合 ⇒７）へ

ドアアンロックが正常に作動しない場合 ⇒５）へ

５） ４）でドアアンロックが正常に作動しない場合、ドアポジション線の接
続が必要となる車両のため、ドアロックノブを操作してドアロック時に
12V※、ドアアンロック時に0Vになる線を探します。
※一部の車種ではパルス信号のため、12V出力しないものがあります。

アンロック0Ｖ
ドアポジション線

ドアポジション線
12Ｖ※ ロック

 アドバイス
ドアポジション線（桃）はドアアンロックが正常に作動しない場合に必要になる配線
です。通常の車両は使用しません。
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６） ５）で探したドアポジション信号線にドアポジション線（桃）をエレク
トロタップで接続します。

ドアポジション線（桃）

車両ドアポジション信号線

※エレクトロタップ使用方法は（⇒P11）

 注意
エレクトロタップで接続後、12Pコネクターに端子を差込む前にBe-970ワイヤレスド
アロック配線キットのドアロック線（緑）／ドアアンロック線（紫）の端子部をボディアー
スへ接触させ、ドアロック／ドアアンロックが正常に作動するか必ず確認してください。

ドアロック線 (緑 )
ボディアース箇所 ロック

ドアアンロック線 (紫 )

ドアポジション線 (桃 )
※ドアポジション線を接続した場合はドアアンロック確認時、ドアアンロック
　とドアポジション線を同時にボディアースへ接触させる必要があります。

ボディアース箇所 アンロック

７） 12Pコネクターの差込み番号を確認後、以下のようにしっかり差込んで
ください。
※一度差込むと抜けなくなりますのでご注意ください。

N0. 8 → ドアアンロック線 (紫 )
N0. 9 → ドアポジション線 (桃 )※ ５)のドアポジション線の接続が必要な

車両のみ
N0. 10 → ドアロック線 (緑 )

向きに注意！
12Pコネクター

8910

ドアロック線(緑)

ドアアンロック線(紫)

ドアポジション線(桃)

▲
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８） メインユニットに12Pコネクターを差込んでください。

Bタイプ ･･････オプションBe-970ワイヤレスドアロック配線キットおよび
オプションBe-965ワイヤレスドアロックアダプターの両方
が必要なタイプ

１） 接続概要図

ロック ドアロック線
（通常0V）

アンロック ドアアンロック線
（通常0V）

ドアロック動作時→12V
動作後→0V

ドアアンロック動作時→12V
動作後→0V

※一部の車種ではパルス信号のため、12V出力しないものがあります。

ドアロックモーター

ドアロックスイッチ

接続箇所(詳しくはオプションBe-965
             取扱説明書を参照してください)

ドアロックモーター

ドアロックモーター ドアロックモーター

ドアロックリレー

2） 詳細な取付け方法についてはオプションBe-965に付属の取扱説明書を
参照してください。
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キーレススタート配線の接続 
車両のドアロック信号線と本製品を接続することで、お手持ちの純正リモコンで
エンジンを始動させることができます。
 オプションBe-964オートライト線が必要になります。※ 
 Be-964オートライト線は、オプションBe-970ワイヤレスドアロック配線キットの※ 
青色線・桃色線を使用しない場合は代用可能です。

 注意
全ての車両で動作することはできません。詳しくは、弊社ホームページのキーレススタート •
適合表をご確認ください。
純正リモコンスイッチが１つでロックとアンロック操作するタイプは使用できません。 •
エンジンスターターリモコンへのアンサーバックはありません。 •
エンジンスターター作動中に純正リモコンが操作できない車両はメカニカルキーでドア •
をアンロックしてください。
エンジン始動は可能ですが、エンジン停止はできません。 •

接続方法について
弊社ホームページのキーレススタート適合表内の車種別接続図に記載してい
るドアロック配線のロック、またはキーレススタート配線（ドアロック信号線）
へ接続します。
※車種別接続図以外のドアロック信号線に接続した場合は正常に作動しません。

接続概要図 

室内側 運転席ドア側

ドアロックリレー

接続箇所
(ドアロック配線のロック
またはキーレススタート配線)

ドアロックスイッチ

ドアロックモーター
ドアロック信号線　

車種別接続図に記載以外の場所に接続した場合、正常に動作しないまたは誤作動しま※ 
すので、絶対に指定の場所以外に接続しないでください。
ドアロックスイッチ側への配線は絶対に行わないでください。※ 
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1） オートライト線（橙）を使用し、車種
別接続図で記載の場所（車両モーター
側ドアロック信号線）にエレクトロタッ
プで接続します。

 注意
 車種別 • 接続図以外のドアロック信号線に接続した場合は正常に作動しません。
ドアアンロック信号線に接続は行わないでください。 •

２） 12PコネクターのNo.12に接続した配線をしっかり差込んでください。
※一度差込むと抜けなくなりますのでご注意ください

12Pコネクター

向きに注意！12

オートライト線(橙)
Be-９６４

※No12以外に差込むと
　動作不良の原因になります

No.12

３） メインユニットに12Pコネクターを差込んでください。

４） リモコンでキーレススタートの設定をONにしてください。（⇒P55）

純正のリモコンでエンジンを始動する
純正リモコンのドアロックスイッチを操作し、５秒以内に連続して３回車両が
ドアロック動作をすると、エンジンが始動します。
※純正リモコンの電波の届く範囲内でのみエンジン始動が可能です 

ロック ロック ロック

1秒 1秒

1回目 ２回目 ３回目 エンジン始動

オートライト線（橙）

車両ドアロック信号線
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オートライト線の接続 
車両のオートライト機能使用時、エンジン停止時またはアイドリング終了後に
ヘッドライトが消灯しない車両に接続します。
運転席側ドアのカーテシ線と本製品を接続することで、エンジン停止時にヘッド
ライトを消灯し、バッテリー上がりを防ぎます。（運転席ドア開でヘッドライト
が消灯する車両のみ）
オプションBe-964オートライト線が必要です。※ 
Be-964オートライト線は、オプションBe-970ワイヤレスドアロック配線キットの※ 
青色線・桃色線を使用しない場合は代用可能です。

オートライト線の接続
１） 運転席側ロアーセンターピラーのカバーを外します。

※外せない場合は、カーテシスイッチをはずします。
カーテシスイッチ ロアーセンターピラー

運転席シート

２） 運転席側ドアのカーテシ線をテスター等で探します。
■探し方

12V

ドアを閉めた状態で12V

0V

ドアを開いた状態で0V

３） オートライト線（橙）と車両運転席側カーテシ線をエレクトロタップで
接続します。
※運転席側以外のカーテシ線に接続した場合は正常に作動しません

オートライト線（橙）

車両運転席側カーテシ線
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４） 12PコネクターのNo.6 にオートライト線 ( 橙 ) をしっかり差込んでく
ださい。
 ※一度差込むと抜けなくなりますのでご注意ください

12Pコネクター

向きに注意！

６

オートライト線(橙)
Be-９６４

※No6以外に差込むと
　動作不良の原因になります

No.6

５） メインユニットに12Pコネクターを差込んでください。

６） 下記手順で動作確認を行なってください。
1. 車両のオートライト機能をON（AUTO）に設定します。

2. ダッシュボード上などにあるオートライト
センサーを探し、センサーが反応するよう
にシートなどで覆って暗くしてください。

3. エンジンスターターのリモコンでエンジン
を始動（⇒ P46）し、ヘッドライトが点
灯することを確認してください。

4. エンジンスターターのリモコンでエンジン
を停止させてください。（⇒P48）この時、
エンジンが停止し、ヘッドライトが消灯す
れば正常です。

オートライトセンサー

①Eを押し、

②▶を押す

②■を押す

①Eを押し、
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カーテシ配線による安全機能 
車両のドアカーテシ線に配線を行う事で、リモコンでエンジン始動中にドアを開
けるとエンジンを停止させることができます。
カーテシ線を接続することにより、下記設定が有効になります。
オプションBe-963カーテシ線またはオプションSS-051カーテシセンサー（複数線）※ 
またはオプションBe-970ワイヤレスドアロック配線キットの青色線が必要です。

 注意
多重通信車はカーテシ検出できません。 •
カーテシ配線を行った場合、車両によりルームランプ点灯中はエンジンを始動すること •
ができません。ルームランプが消灯してからエンジンを始動してください。
ターボタイマー中はエンジンは停止しません。 •

カーテシ検出の設定（初期設定はON1）
ご使用状況により下記の3種類の設定に変更できます。（⇒P55）
※スイッチモードの設定がカーテシ時のみ有効。

ON1 ･･･････ リモコンでエンジン始動中にドアを開けると、約15秒後にエ
ンジンが停止します。

ON2 ･･･････ リモコンでエンジン始動中にドアを開けると、即エンジンが停
止します。

設定OFF ･･･ リモコンでエンジン始動中にドアを開けても、エンジンは停止
しません。

注1. ON1、2の場合ドアを開けた状態でリモコンでスタートをしても、エンジンは
始動しません。必ずドアを閉めた状態でリモコンでスタートしてください。

注2. ON1の場合に、リモコンでエンジン始動中、ドアを開けて約15秒以内にキー
をONの位置まで回すと、エンジンは停止しません。

１） 運転席側ロアーセンターピラーのカバーをはずします。
カーテシスイッチ ロアーセンターピラー

運転席シート
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２） 車両側カーテシ線をテスター等で探し、カーテシ線（青）と車両側カー
テシ線をエレクトロタップで接続します。

ドアを開いた状態

ドアを閉めた状態

0v

12v

カーテシ線（青）

車両側カーテシ線

※エレクトロタップ使用方法は（⇒P11）

３） 12P コネクターの No.5 にカーテシ線
(青 ) をしっかり差込んでください。
※ 一度差込むと抜けなくなりますのでご注意くだ
さい。

４） メインユニットに12Pコネクターを差込
んでください。

５） リモコンでエンジン始動後、アイドリン
グ中にドアを開けてエンジンが停止し、
動作不良エラー確認表（⇒P23【No.9】）
のブザー音「ブーブッブッブッ、ブーブッ
ブッブッ」が鳴っているか確認してくだ
さい。
※ 初期設定ではドアを開けると約15秒後にエン
ジンが停止します。ドアを開けて、エンジンが
停止しない場合は、接続およびカーテシ検出の
設定 (⇒ P55）を確認してください。

No.5
向きに注意！

▲

ブーブッブッブッ、
ブーブッブッブッ
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弊社製カーセキュリティ連動について 
弊社製カーセキュリティと接続する
セキュリティシステム接続線（茶）を弊社製カーセキュリティのBeTime 信
号線（茶）と接続することで、本製品のリモコンでセキュリティのスタート／
ストップ操作ができます。

1） メインユニットに 12Pコネクターを
差込んでください。

2） 12PコネクターのNo.7から出ているセキュリティシステム接続線（茶）
と弊社製カーセキュリティから出ているBeTime 信号線（茶）を付属の
エレクトロタップで接続してください。

接続

セキュリティ
システム接続線（茶）

「弊社製カーセキュリティ」
BeTime信号線（茶）

エレクトロタップ
※ キーONで弊社製カーセキュリティシリーズが作動停止します。

下図のような配線を行うことにより、本製品のリモコンおよび弊社製カーセキュ
リティのリモコンでドアロック／ドアアンロックさせることができます。
（⇒P32～ 36）

例）X7000の場合（セキュリティ側で配線を行なってください）

X7000
メインユニット

ドアロック　緑色

ドアアンロック　紫色

Be-965が必要な車種の場合

車両側
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本製品のリモコンでセキュリティのスタート／ストップをする

リモコンの操作方法

スタートさせる ストップさせる

1. スタートスイッチ（▶）を押し、LED
ランプ（赤）を点滅させ、点滅している
間に再度スタートスイッチ（▶）を押し
ます。

2回押し

点滅→点灯

2. リモコンからの電波を受信すると、  
セキュリティがスタートします。

1. ストップスイッチ（■）を押し、LED
ランプ（赤）を点滅させ、点滅している
間に再度ストップスイッチ（■）を押し
ます。

点滅→点灯

2回押し

2. リモコンからの電波を受信すると、  
セキュリティがストップします。

ドアロック配線をしている場合、セキュリティを作動させるとドアロック機能も連※ 
動して作動します。

警報中のセキュリティをストップさせる
セキュリティが作動中または警報中の時に、本製品のリモコンでセキュリティス
トップ操作またはキーでエンジンを始動すると、作動および警報が停止します。

 注意
一部の弊社製カーセキュリティでは本製品のリモコンでスタート／ストップ操作ができませ
ん。詳しくはカーセキュリティの取扱説明書をご確認ください。
本製品または、弊社製カーセキュリティのリモコンで、セキュリティスタート・ストップ
を行う場合は、誤作動防止とセキュリティ機能向上のために下記の事項をお守りください。
本製品のリモコンでセキュリティ連動スタートした場合は、必ず本製品のリモコンでセ •
キュリティストップしてください。
セキュリティのリモコンでセキュリティスタートした場合は、必ずセキュリティのリモ •
コンでセキュリティストップしてください。
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イモビ対応アダプターの取付け 
本製品は一部のイモビライザー装着車に対して、弊社オプションのイモビ対応
アダプターを取付けることで本製品のリモコンでエンジン始動させることが
できます。
取付方法についてはイモビ対応アダプターに付属の取扱説明書を参照してください。※ 

イモビ対応アダプター（オプション）の4Pコネクター

※対応車種はハーネス適合表の
 「イモビ対応アダプター」欄を参照ください。

Ｐポジション配線について 
一部車両で本製品をつけることによりエンジンを停止する時、またはターボ ・
タイマー使用時、シフトレバーがP（パーキング）、N（ニュートラル）位置
以外でキーがOFFまで回りキーが抜けてしまう場合、Be-963( カーテシ線・
Ｐポジション線兼用）またはBe-973シフト検出アダプターが必要になる場
合があります。
エンジンを止める時には必ずシフトレバーがP（パーキング）の位置にあるこ ・
とを確認してからエンジンを止め、キーを抜いてください。
１） Pポジション線を接続後は必ず初期設定および動作確認を行なってくだ

さい。（⇒P17～ 20）

２） リモコンでスイッチモードの設定をPポジションに変更してください。 
（⇒P56）

３） ターボタイマー作動中シフトレバーがP位置以外でキーをOFFにしてエ
ンジンが停止することを確認してください。

※  Be-973シフト検出アダプターを接続した場合は、ターボタイマー作動中シフトレ
バーがPの位置以外でキーをOFFにしてキーが抜けないことを確認してください。
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エンジンを始動させる
リモコンで下記の動作を行うとエンジン始動できます。エンジン始動後、設定
したアイドリング時間（⇒P52）が過ぎると自動的にエンジンを停止します。

 注意
リモコンを操作する時はアンテナを伸ばしてください。伸ばさないと著しく電波飛距離 •
が短くなります。
電池を交換した時は必ず下記操作を行なってリモコンの LEDランプが点滅・点灯され •
るか確認してください。
リモコンでエンジンを始動する時に、車両のオートライト機能を「AUTO」にしている •
場合、エンジン始動と同時にヘッドライトが点灯したままになることがあります。車両
のオートライト機能を「OFF」、またはオプションBe-964オートライト線を接続して
からリモコンでエンジン始動を行なってください。
車から発生するノイズの影響でエンジン始動より、エンジン停止させる方が通信距離が •
短くなる事があります。

１） エンジンスイッチ（E）を押し、LEDランプ（赤）
を点滅させます。

２） LEDランプ（赤）が点滅中にスタートスイッチ
（▶）を押します。

３） アンテナユニットがリモコンからの電波を受信
すると、下記のような作動をし、エンジンが始
動します。
・ メインユニットからブザー音が「ピーッ」と  
１秒間鳴ります。

リモコンの使用方法

点滅

点灯

ピーッ
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４） エンジン始動後、アイドリングを開始すると、メインユニットからブザー
音が「ピッ ピッ ピッ…」と連続して鳴ります。

ピッ ピッ ピッ…※

※アイドリング中のブザー音は消音できません。

５） リモコン操作でエンジン始動中に、キーをONまで回すと、メインユニッ
トのブザー音が「ピピピ」と鳴ります。

ピ ピ ピ

  O
N   

ON

 アドバイス
本製品でエンジンを始動した状態のままでは走行できません。運転する時は、必ず・ 
キーをONの位置まで回してから走行してください。
フットブレーキ配線時は、ブレーキを踏まずに操作してください。・ 
エンジンスターター作動中にキーノブがONまで回らない車両は、一度エンジンを・ 
停止してから、エンジンを再始動してください。
リモコンでエンジン始動中、キーをONの位置まで回さずにACCの位置で止めると、・ 
安全機能が働き、約3秒後にエンジンが自動停止します。

 注意
リモコンでエンジン始動中、キーをSTARTの位置まで回すと、セルモーターが故障す
るおそれがあるため、必ずONの位置でキーを止めてください。
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エンジンを停止させる
リモコンでエンジン始動中または、ターボタイマー作動中に下記の動作を行う
とエンジンを停止します。
１） エンジンスイッチ（E）を押し LEDランプ（赤）

を点滅させます。

２） LEDランプ（赤）が点滅中にストップスイッチ
（■）を押します。

３） アンテナユニットがリモコンからの電波を受信すると、エンジンが停止
します。

点灯

点滅
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ドアロック／ドアアンロックの操作方法 
本製品のリモコンでドアロック／ドアアンロック作動させることができます。
別売オプションを使用して、車両へドアロック／ドアアンロックの配線が必要です。  ※ 
（⇒ P32～ 36）

ドアをロックする
１） スタートスイッチ（▶）を押し、LEDランプ（赤）

を点滅させます。

２） LEDランプ（赤）が点滅中に再度スタート  
スイッチ（▶）を押します。

３） 車両のドアがロックされます。

ドアをアンロックする
１） ストップスイッチ（■）を押し、LEDランプ（赤）

を点滅させます。

２） LEDランプ（赤）が点滅中に再度ストップ  
スイッチ（■）を押します。

３） 車両のドアがロックされます。

 アドバイス
本製品を弊社製カーセキュリティと接続（⇒P43）している場合、ドアロック／ドア
アンロック操作を行うと、セキュリティが連動してスタート／ストップを行います。

点滅

点灯

点灯

点滅
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オートロック機能について 
 注意

設定がON1またはON2の場合、本製品のリモコンでドアをアンロックした時、約30
秒後に自動でドアをロックします。キーのインロックをしないように、十分に注意してく
ださい。

オートロック機能とは、オートロックの設定を「ON1」または「ON2」にした場合、
本製品のリモコンでドアをアンロックした後、約30秒後に自動でドアをロックす
る機能です。
別売オプションを使用して、車両へドアロック／ドアアンロックの配線が必要です。  ※ 
（⇒ P32～ 36）
初期設定は設定OFF※ 

アンロック ロック

30秒後

2回押し

オートロック機能には下記の3種類の設定（解除）があります。
ON1 ･･･････ リモコンでドアをアンロックした後に、約30秒以内にキーをON

するか、またはいずれかのドアを開けるとオートロック機能の作
動を解除できます。（カーテシ配線が必要です）

ON2 ･･･････ リモコンでドアをアンロックした後に、約30秒以内にキーをON
するとオートロック機能の作動を解除できます。

設定OFF ･･･ オートロック機能は作動しません。（初期設定）
設定方法の詳細は（⇒P54）
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各種設定を変更する
設定モード内で下記の設定を、リモコン操作で変更することができます。
①アイドリング時間
②ターボタイマー
③セルストップ方式
④セル延長時間（設定③がオート設定時のみ有効）
⑤セルストップ時間（設定③がマニュアル設定時のみ有効）
⑥グロー時間
⑦オートロック
⑧カーテシ検出
⑨キーレススタート
⑩スイッチモード
⑪ディスプレイモード

 注意
設定モード開始から30秒間リモコンで操作を行わない • と、メインユニットからブザー音
が「ブー」と鳴って設定モードが終了します。なお、この時に変更した設定内容は全て無
効になります。
設定登録の操作を行わないと、変更した設定内容は • 全て無効になります。

※リモコンを操作する時は、
　アンテナを伸ばしてください。

LED（赤）

ストップスイッチ（■）
エンジンスイッチ（E）

スタートスイッチ（▶）

設定開始
エンジンを停止し、キーを抜いた状態でリモコンのエン
ジンスイッチ (E) とスタートスイッチ（▶）を同時に5
秒間長押しすると、メインユニットからブザー音が「ピッ」
と鳴り、設定モードに入ります。

 アドバイス
設定操作を行う際は必ず、車内など確実にリモコンとメインユニットが送受信できる
状態で操作を行なってください。

機能設定

同時5秒長押し
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項目変更 スタートスイッチ（▶）2回押し

設定変更 ストップスイッチ（■）2回押し

①アイドリング時間
ピッ

設定モード完了は  ※ 
「設定登録」（⇒P57）

ブッ
10分

２０分
（初期設定）
ブッブッ

30分
ブッブッブッ

40分
ブッブッブッブッ

ストップ
スイッチ（■）

ストップ
スイッチ（■）

ストップ
スイッチ（■）

ストップ
スイッチ（■）

　スタートスイッチ（▶）

②ターボタイマー
ピッピッ

設定モード完了は  ※ 
「設定登録」（⇒P57）

ブッ

設定無し
（初期設定） 30秒

ブッブッ

1分
ブッブッブッ

3分
ブッブッブッブッ

ストップ
スイッチ（■）

ストップ
スイッチ（■）

ストップ
スイッチ（■）

ストップ
スイッチ（■）

※ 設定を変更しても、エンジンを始動して15秒以上経過しないと、
ターボタイマーは作動しません。

　スタートスイッチ（▶）

③セルストップ方式
ピッピッピッ

設定モード完了は  ※ 
「設定登録」（⇒P57）

ストップ
スイッチ（■）

ブッ

オート
（初期設定） マニュアル

ブッブッ

ストップ
スイッチ（■）

　スタートスイッチ（▶） 

次ページへ
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前ページのつづき スタートスイッチ（▶）2回押し

ストップスイッチ（■）2回押し

④セル延長時間
（ セルストップ方式が
オート設定時のみ有効）
ピッピッピッピッ

設定モード完了は  ※ 
「設定登録」（⇒P57）

車両の状態にあったセル時間に設定します。

ブッ
0秒 0.4秒

（初期設定）

ブッブッブッ

0.6秒
ブッブッブッブッ

0.8秒
ブー

1.0秒
ブーブッ

ブッブッ
0.2秒

ストップ
スイッチ（■）

ストップ
スイッチ（■）

ストップ
スイッチ（■）

ストップ
スイッチ（■）

ストップ
スイッチ（■）

ストップ
スイッチ（■）

※ 間違った設定をすると、セルモーターの故障につながる恐れがあ
ります。「セル時間の設定について」を参照して、設定してくだ
さい。（⇒P59）

　スタートスイッチ（▶）

⑤セルストップ時間
（ セルストップ方式が
マニュアル設定時のみ有効）

ピー

設定モード完了は  ※ 
「設定登録」（⇒P57）

セルモーターのひきずりがある場合や、エンジンが始動しにく
い場合に設定を変更します。

ブッ
0.7秒

ブッブッブッ
1.3秒1.0秒

（初期設定）
ブッブッ

1.5秒
ブッブッブッブッ

2.0秒
ブー

2.5秒
ブーブッ ブーブッブッ

3.0秒

ストップ
スイッチ（■）

ストップ
スイッチ（■）

ストップ
スイッチ（■）

ストップ
スイッチ（■）

ストップ
スイッチ（■）

ストップ
スイッチ（■）

ストップ
スイッチ（■）

※ 間違った設定をすると、セルモーターの故障につながる恐れがあ
ります。「セル時間の設定について」を参照して、設定してくだ
さい。（⇒P59）

　スタートスイッチ（▶） 

次ページへ
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前ページのつづき スタートスイッチ（▶）2回押し

ストップスイッチ（■）2回押し

⑥グロー時間※
ピーピッ

設定モード完了は  ※ 
「設定登録」（⇒P57）

IG を ONからセルをスタートさせるまでの時間（グロー時間）
を設定します。

ブッ

5秒
（初期設定） 8秒

ブッブッ

ストップ
スイッチ（■）

ストップ
スイッチ（■）

※ ガソリン車は5秒に設定します。ディーゼル車の一部車両は8
秒に設定します。リモコンでエンジン始動して問題がない場合は、
設定の変更は不要です。

　スタートスイッチ（▶）

⑦オートロック
（ドアロック/ドアアンロック配線接続時のみ有効 ）

ピーピッピッ

設定モード完了は  ※ 
「設定登録」（⇒P57）

ブッ

設定無し
（初期設定） 設定1

ブッブッ
設定2
ブッブッブッ

ストップ
スイッチ（■）

ストップ
スイッチ（■）

ストップ
スイッチ（■）

ON1 ･･･ リモコンでドアアンロック後、約30秒以内にキーを
ONにするかドアを開けると、オートロックが解除し
ます。（カーテシ配線が必要です）

ON2 ･･･ リモコンでドアアンロック後、約30秒以内にキーを
ONにすると、オートロックが解除します。（ドアを開
けても、オートロックは解除されません）

　スタートスイッチ（▶）

次ページへ
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前ページのつづき スタートスイッチ（▶）2回押し

ストップスイッチ（■）2回押し

⑧カーテシ検出
（ カーテシ線
接続時のみ有効）
ピーピッピッピッ

設定モード完了は  ※ 
「設定登録」（⇒P57）

ブッ
設定OFF ON 1

（初期設定）
ブッブッ

ON 2
ブッブッブッ

ストップ
スイッチ（■）

ストップ
スイッチ（■）

ストップ
スイッチ（■）

ON1 ･･･ リモコンでエンジン始動中、ドアを開けると約15秒
後にエンジンを停止します。

ON2 ･･･ リモコンでエンジン始動中、ドアを開けると即エンジ
ンを停止します。

※ カーテシ配線を行なった場合、車両によりルームランプ点灯中は
エンジンを始動することができません。ルームランプが消灯して
からエンジンを始動してください。

※ カーテシ検出を使用する場合は、⑩スイッチモードの設定をカー
テシに切替えてください。

　スタートスイッチ（▶）

⑨キーレススタート
（ オプション
接続時のみ有効）

ピーピッピッピッピッ  
設定モード完了は  ※ 
「設定登録」（⇒P57）

純正のリモコン操作でエンジン始動を行う場合に設定します。
※ キーレススタート適合表は弊社ホームページでご確認ください。

ブッ

OFF
（初期設定）ON
ブッブッ

ストップ
スイッチ（■）

ストップ
スイッチ（■）

　スタートスイッチ（▶）

次ページへ

 



機能設定

56

前ページのつづき スタートスイッチ（▶）2回押し

ストップスイッチ（■）2回押し

⑩スイッチモード
ピーピー

設定モード完了は  ※ 
「設定登録」（⇒P57）

カーテシ線とPポジション線のモードを切替える場合に設定し
ます。

ブッ

カーテシ
（初期設定） Pポジション

ブッブッ

ストップ
スイッチ（■）

ストップ
スイッチ（■）

カーテシ･･････カーテシ線を接続する場合に使用します。
Pポジション ････P ポジション線を接続する場合に使用します。
※カーテシとPポジションを同時に使用することはできません。

　スタートスイッチ（▶）

⑪ディスプレイモード
ピーピーピッ

設定モード完了は  ※ 
「設定登録」（⇒P57）

一部車両（弊社ホームページの車種別接続図を参照）や販売店
で本製品をディスプレイとして展示する場合に設定します。
※通常はOFFに設定してください。

ブッ

OFF
（初期設定）ON
ブッブッ

ストップ
スイッチ（■）

ストップ
スイッチ（■）

　スタートスイッチ（▶）

①に戻る
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設定登録
リモコンのエンジンスイッチ (E) とストップスイッチ (■ ) を同時に5秒間長
押しすると、メインユニットからブザー音が「ピーピー」と鳴り、設定が登録
されます。
設定の最後に必ず登録操作を行わないと設定は有効にな※ りません。

ピーピー

同時5秒長押し

オールリセット（初期化）する
設定モード状態（⇒P51）でリモコンのエンジンスイッチ(E)とスタートスイッ
チ (▶ ) とストップスイッチ (■ ) を同時に5秒間長押しすると、メインユニッ
トからブザー音が「ブーブーブー」と鳴り、全ての機能が初期設定になります。
エンジンスイッチ (E)とストップスイッチ (■ )で設定登録操作を行う必要はありません。※ 

ブーブーブー

同時5秒長押し 同時5秒長押し

 アドバイス
設定操作を行う際は必ず、車内等確実にリモコンとメインユニットが通信できる状態
で操作を行なってください。
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ターボタイマーの設定について
※ 本製品をスズキプッシュスタートシステム車へ取付ける場合、ターボタイマー機能は使
用しないでください。車両故障の原因となります。

エンジンを始動してから15秒以上経過し、キーをOFF にした場合にターボタ
イマーが作動します。
ターボタイマー時間（アフターアイドリング時間）の設定を下表の4段階に変更
できます。
初期設定は設定OFF※ 

ターボタイマー時間
設定OFF
約 30秒
約1分
約3分 設定方法の詳細は（⇒P52）

 注意
一部の車両で本製品をつけると、ターボタイマー使用時にシフトレバーが • P（パーキン
グ）、N（ニュートラル）位置以外でキーがOFFまで回りキーが抜けてしまい、車両が
動きだしてしまう可能性があります。その場合、オプションのBe-963カーテシ線・P
ポジション線兼用またはBe-973シフト検出アダプター等が必要になる場合がありま
す。また、エンジンを止める時は必ずシフトレバーがP（パーキング）の位置にあるこ
とを確認してからエンジンを止め、キーを抜いてください。
ターボタイマー作動時に、車両のオートライト機能を「AUTO」にしている場合、ター •
ボタイマー作動中はヘッドライトが点灯したままになることがあります。車両のオート
ライト機能を「OFF」、またはオプションBe-964オートライト線を接続してから、ター
ボタイマーを作動させてください。

ターボタイマーを停止するには？
ターボタイマー作動中に下記のいずれかの動作を行うとエンジンが停止します。

● フットブレーキ配線を行なっている場合、フットブレーキを踏みます。
（⇒P26）

● エンジンスイッチ（E）を押し、LEDランプ（赤）を点滅させ、点滅して
いる間にストップスイッチ（■）を押します。

● キーをACCの位置で約3秒以上待ちます。
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セル時間の設定について
セルストップ方式の設定をオートまたはマニュアルにし、オートはセル延長時間、
マニュアルはセルストップ時間を設定することで、エンジンの始動しやすい車両
状態に設定できます。
【セルストップ方式】
セルモーター停止（オート／マニュアル）方式の選択

【セル延長時間】※セルストップ方式がオート時有効
エンジン始動後のセルモーターの引きずり（セルストップ遅延）時間の調整

【セルストップ時間】※セルストップ方式がマニュアル時有効
オートでは調整がしきれない場合にセルモーターの回転時間を任意で設定。

設定方法の詳細は（⇒P52、53）

 アドバイス
こんなときは
エンジンスタートするがセルをひきずる場合・ 
セルストップ方式がオートの場合は延長時間を現状の設定より短めに設定し、それ
でもひきずる場合はセルストップ方式をマニュアルに設定して、セルストップ時間
を現状の設定より短めに設定してください。

エンジンのかかりが悪くリトライをする場合・ 
セルストップ方式がオートの場合はセル延長時間を現状の設定より長めに設定し、
それでもセルが短い場合はセルストップ方式をマニュアルに設定して、セルストッ
プ時間を現状の設定より長めに設定してください。

 



60

リモコンの IDコードを再登録する
以下の場合に IDコードを再登録してください。
リモコンを紛失または破損した場合、新しいリモコン（別売 ) を購入してい・ 
ただき、「IDコード」をメインユニットに再登録することで引き続きご使用
いただけます。

 取付けた時や車両バッテリーを交換・取外した場合
取付けた時や車両バッテリーを交換・取外した時は、リモコンの IDコードの再
登録を行う前に、必ず初期設定および動作確認（⇒P17～ 20）を行なってく
ださい。
初期設定および動作確認を行わないと本製品でエンジン始動できません。
それでもリモコン操作できない場合は IDコードの再登録を行なってください。

ID コードの再登録方法
１） キーをOFFの位置からONの位置まで回して止めてください。  

10秒以内にメインユニットからブザー音が「ピッピッ」と鳴ります。

ON

  O
N   

ピッ ピッ

10秒以内

２） １）のブザーが鳴ってから5秒以内に、キーをOFF の位置へ回してく
ださい。

OFF   O
N   

３） キーをOFF の位置へ回してから5秒以内に、再度ONの位置まで回し
て止めてください。10秒以内にメインユニットからブザー音が「ピッ
ピッ」と鳴ります。

ON

  O
N   

ピッ ピッ

10秒以内

付録
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４） ３）のブザーが鳴ってから5秒以内にキーを再度OFF の位置へ回して
ください。メインユニットからブザー音が「ピーピーピー…」と10秒間
鳴ります。

OFF   O
N   

ピー ピー ピー・・・

５） ４）のブザーが10秒間鳴っている間に、リモコンのスタートスイッチ
（▶）を押し、リモコンの LEDランプ（赤）が点滅している間に、ストッ
プスイッチ（■）を押してください。メインユニットからブザー音が「ピッ」
と鳴り、再登録は完了します。

ピッ

※ 指定した時間を経過した場合、または順番を間違えた場合はキーでエンジン始動後、
初めからやり直してください。

 アドバイス
IDコードとは
リモコンにはそれぞれ重複しないように「IDコード」が設定されておりメインユニッ・ 
トの「IDコード」と一致しなければ、エンジンを始動させる事ができないようになっ
ています。
必ずリモコン、メインユニットが全て同一モデルになっていないと IDコードの登録・ 
はできません。
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リモコンの IDコードを追加登録する
ID コードを追加登録することで付属のリモコン以外に、もう１つ本製品のリモコン
を追加して使用することができます。（付属のリモコンを含め合計2個まで）
弊社製カーセキュリティのリモコンを追加登録して使用することはできません。

ID コードの追加登録方法
１） キーを OFF の位置からONの位置まで回して止めてください。10秒以内

にメインユニットからブザー音が「ピッピッ」と鳴ります。

ON

  O
N   

ピッ ピッ

10秒以内

２） １）のブザーが鳴ってから5秒以内に、キーをOFF の位置へ回してく
ださい。

OFF   O
N   

３） キーをOFFの位置へ回してから5秒以内に、再度ONの位置まで回して
止めてください。10秒以内にメインユニットからブザー音が「ピッピッ」
と鳴ります。

ON

  O
N   

ピッ ピッ

10秒以内
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４） ３）のブザーが鳴ってから5秒以内にキーを再度OFF の位置へ回して
ください。メインユニットからブザー音が「ピーピーピー…」と10秒間
鳴ります。

OFF   O
N   

ピー ピー ピー・・・

５） ４）のブザーが10秒間鳴っている間に、リモコンのストップスイッチ(■)
を押し、リモコンの LEDランプ（赤）が点滅している間に、スタートス
イッチ(▶)を押してください。メインユニットからブザー音が「ピッピッ」
と鳴り、追加登録は完了します。

ピッ ピッ

※ 指定した時間を経過した場合や順番を間違えた場合はキーでエンジン始動後、初め
からやり直してください。 
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オプションについて
本製品は以下のオプションを取付け可能です。

品　番 品　名 使用目的

Be-963

カーテシ線
リモコンでエンジン始動時に車両のドアを開け
るとエンジンを停止します。またドアを開ける
とオートロック機能を解除します。

Pポジション線
エンジン始動中にシフトがパーキングの位置に
ない場合にエンジンを停止します。
※ 一部車両で取付けできない場合があります。

Be-964 オートライト線

車両のオートライト機能使用時、アイドリング
終了後にライトを消灯させ、バッテリー上がり
を防ぐことができます。
また、キーレススタート機能を使用する際にも
使用します。

Be-965 ワイヤレス
ドアロックアダプター

ドアロック配線の出力信号を12V出力方式に
変換させます。
※ 対応車種は車種別専用ハ－ネス適合表の「ドアロッ
ク配線方式」欄を参照してください。

Be-968 アンサーフラッシュリレー
本製品のリモコンによるロック・アンロック /
セキュリティスタート・ストップ時に、車両の
ハザードなどを点滅させます。
※ 商品により点滅動作できる機能は異なります。

Be-970 ワイヤレスドアロック
配線キット

ワイヤレスドアロック機能対応製品でワイヤレ
スドアロック機能を追加する際に、必要になり
ます。
※カーテシ線も同梱されています。

Be-973 シフト検出アダプター 一部ホンダ車でターボタイマー使用時 P（パー
キング）以外でキーが抜けるのを防止します。

Be-974 多重通信ドアロック
アダプター

ドアロック信号が多重通信で行われている車両
に取付けることにより、本製品でのドアロック
が可能になります。

Be-975 オートスライド
ドアユニット

エンジンスターターのリモコンでの、オートス
ライドドア（電動式）の開閉が可能となります。
（片側のみ）

Be-976 セキュリティアラーム
対応アダプター

エンジンスターターのリモコンでエンジンを始
動した時に純正セキュリティが作動（警報）す
ることを防止します。

Be-IL01T～W05T、
Be-IL24N、

Be-IL31H～ 38H、
Be-IL51D～ 53D、
Be-IL61S、62S、
Be-IL501～ 506

イモビ対応アダプター
イモビライザー装備車に取付けることにより本製
品の使用（エンジン始動）が可能になります。
※ 対応車種は車種別専用ハ－ネス適合表の「イモビ対
応アダプター」欄を参照してください。

Be-IL21N、
Be-IL22N、
Be-IL23N

インテリジェントキー
対応ハ－ネス

インテリジェントキー装備車に取付けることに
より本製品の使用（エンジン始動）が可能にな
ります。
※ 対応車種は車種別専用ハ－ネス適合表の「インテリ
ジェントキー対応アダプター」欄を参照してください。
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故障かな？と思ったら
症状 確認内容 対処方法 参照ページ

リモコンでエンジ
ンが始動しない。

・ 車種別専用ハーネスは車に適
合していますか？

・ 適合した 車種別専用ハーネス
をご使用ください。 ー

・ 車種別専用ハーネスは確実に
接続されていますか？

・ ハーネスのすべてのコネクター
を確実に接続してください。 P12～ 16

・ アース端子は接続されていま
すか？

・ アース端子が、確実に塗装され
ていない車両ボディまたは塗
装部を削った車両ボディなど
に接続されているかを確認し
てください。

P12

・ リモコンの電池が消耗していま
せんか？

・ 電池を新しいものに交換してく
ださい。 P7

・ リモコンの LEDランプは点滅
しますか？

・ 電池カバーをしっかりはめて
電池の導通をさせてください。 P7

・ メインユニットのヒューズ
（30A）が切れていませんか？

・  車種別専用ハーネス等配線の
ショートが考えられます。配線
を再確認後、市販のヒューズ
（30A）交換をしてください。

P30

・ バッテリー交換後、動作不良エ
ラー【No.4】車両情報未検出エ
ラーのブザー音が「ブッブッブッ
ブッ」と鳴っていませんか？

・ バッテリーを外した場合は、必
ず、初期設定および動作確認を
行なってください。 P17～ 20

・ 車両側のイグニッション電源
は作動しますか？セルモー
ターは作動しますか？

・ 初期設定および動作確認を行な
い、IDコードを再登録（⇒P56
～ 57）を行なってください。
初期設定を行わないと本製品は
動作しません。

P17～ 20
・ 初期設定および動作確認は全
て終了し、ブザー音の確認もで
きましたか？

・ 動作不良エラーのブザー音が
鳴りますか？

・ 動作不良エラー確認表を参照
し、初期設定および動作確認を
行なってください。

P22、23

・ イモビライザー装着車ですか？ ・ イモビ対応アダプター適合可
能な場合は、イモビ対応アダプ
ターを取付けてください。

P45
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症状 確認内容 対処方法 参照ページ

リモコンでエンジ
ン始動するが、設
定時間よりも先に
エンジンが停止し
てしまう。

・ アイドリング時間の設定は確
実ですか？

・ 「機能設定」を参照しながら、
アイドリング時間を変更し、
設定登録をしてください。

P52

・ リモコンでエンジン始動中、
キーを入れて、ACCの位置で
止めていませんか？

・ ACC 検出機能が働いて、エン
ジンを停止します。（ACC 検
出エラー音が鳴ります）

P22

ターボタイマーが
作動しない。
（ACC電源も切れ
る）

・ ターボタイマー機能が設定さ
れていますか？（初期設定は設
定OFF）

・ 「機能設定」を参照しながら、
ターボタイマー時間を変更し、
設定登録をしてください。

P52

・ エンジン始動後、15秒以内に
キーをOFFにしていませんか？

・ エンジン始動後、15秒以上経
過してから、キーをOFF にし
てください

P58

・ 動作不良エラー【No.1】フッ
トブレーキ検出エラーのブ
ザー音が「ブー、ブー」と鳴っ
ていませんか？

・ フットブレーキ検出が正常の
場合、キーを OFF する時に、
約 5秒以上フットブレーキを
踏んでいる可能性があります。
（キーを OFF する時は、約 5
秒以上フットブレーキを踏ま
ないでください）

P22、26

リモコンで操作で
きる距離が極端に
短い。

・ リモコンのアンテナは伸ばし
てありますか？

・ リモコンのアンテナを伸ばし
てください。 P8

・ リモコンを手等で包みこんで
いませんか？

・ リモコンを正しく操作してく
ださい。 P8

・ リモコンと車の間に遮蔽物が
ありませんか？（金属・鉄筋コ
ンクリート・トタン壁等）

・ 遮蔽物の少ない場所へ移動し
てください。
※ 電気の流れる材質は、電波を
通しにくいです。

P8

・ リモコンの電池電圧が低下し
ていませんか？

・ 電池を新しいものに交換してく
ださい。 P7

・ アンテナコードを束ねていま
せんか？

・ アンテナコードは束ねず、伸ば
した状態で取回しおよび固定を
行ってください。

P13

リモコンでドア
ロック / ドアアン
ロックができない。

・ ドアロック配線の接続箇所は
間違っていませんか？

・ 接続箇所を確認してください。 P32～P36

・ 運転席側のシートベルト警告
コネクターが外れていません
か？

・シートベルト警告コネクターが
外れている場合は確実に接続
してください。

－

リモコンの操作ス
イッチを押しても
LED（赤）が点滅
しない。

・ 電池が消耗していませんか？ ・ 電池を新しいものに交換してく
ださい。 P7

・ 電池の向きが正しくセットさ
れていますか？

・向きを確認し、正しくセットし
てください。 P7
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症状 確認内容 対処方法 参照ページ

エンジンが始動し
ない。

・ バッテリーを交換しましたか？
・ 本製品の付替えをしましたか？
・ 車種別専用ハーネスを外しまし
たか？

・ 初期設定および動作確認を行
なってください。
必ず初期設定を行わないと本
製品は作動しません。

P17～ 20

・ リトライをしていませんか？ ・ イモビ／インテリジェントキー
装着車の場合、適合するイモビ
／インテリジェントキー対応ア
ダプターを取付けてください。

P45

・ セル始動方式および、セル延長
時間、セルストップ時間の確認
をおこなってください。

P59

・ エンジンがかかったり止まっ
たりをくり返す場合は、L端子
配線を行なってください。

P27～ 29

・ 気温は低くないですか？ ・ 気温が低いとエンジン自体の
かかりが悪いため、セル時間の
設定を少し長めに設定してく
ださい。

・ セル延長時間を現状の設定よ
り、長くしてください。

P52、53、
59

初期設定および動作
確認時に「ピーピッ
ピッ」が鳴らない。
（L 端 子 検 出 線 接
続時は「ピーピー
ピー」）

・ エンジン始動時、セルの回る時
間が短くありませんか？

・ 車両情報を認識させるため、セ
ルを通常より長めに回しエン
ジンを始動させてください。 P18

初めはエンジン始
動していたが後日
エンジン始動がで
きなくなった。

・動作不良エラー【No.2】P/N
検出エラーのブザー音が ｢ブー
ブーブーブー、ブーブーブー
ブー｣ と鳴っていませんか？

・ 一部車両によってはP/N検出
がうまく行えずエラーが出る
場合があります。フットブレー
キ配線を行なってください。

P22、26

使用中にメインユ
ニットから接続確
認メロディ「ドレ
ミファソラシド」
が鳴る。

・アース端子は確実に接続されて
いますか？

・ アース端子を、別の場所（塗装
されていない車両ボディまた
は塗装部を削った車両ボディ
など）に取直してください

P12

その他 ・ 動作が不安定 ・ アース端子を、別の場所（塗装
されていない車両ボディまた
は塗装部を削った車両ボディ
など）に取直してください

P12
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アフターサービスについて
取付けには専門知識が必要です。取付けはお買い上げの販売店または、カー
ディーラーにご依頼ください。お客様ご自身での取付けサポートは行なって
いません。また、お客様ご自身で取付けられた場合は保証が受けられません。

保証書
保証書は、必ず「販売店名・購入年月日」などの記入をご確認のうえお受け取りになり、・ 
保証内容をよくお読みのうえ、大切に保管してください。
保証書に販売店名、購入年月日を証明するものが無いものやコピーした保証書、イン・ 
ターネットオークション等で個人売買された物は保証対象外とさせて頂きます。

保証期間
ご購入日より3年間です。(リモコンは1年間。ただし、電池などの消耗部品は除く）

修理を依頼されるとき
「初期設定および動作確認」(⇒ P17～ 20と「故障かな？と思ったら」
( ⇒ P70～ 73) を参照し点検をしていただいても、なお症状が改善されない場合は、
販売店へご相談いただき故障状況をなるべく詳しくご連絡ください。
保証期間内の場合・ 
恐れ入りますが、取付け販売店に保証書をそえて、製品をご持参ください。保証規定
に従って修理いたします。
保証期間が経過している場合・ 
取付け販売店にまずご相談ください。修理によって機能が持続できる場合は、お客様
のご要望により有償修理いたします。
本製品の故障による代替品の貸出しは弊社では一切行なっておりません。・ 
本製品を修理のため、お送り頂く場合の送料および取付け・取外し等にかかる全ての・ 
費用は、保証に含まれておりません。送料着払いにて発送された場合、弊社からお客
様に着払いにて返送させていただきます。あらかじめご了承ください。

アフターサービスおよび同梱品の追加購入について
アフターサービス等についてご不明な点は販売店にお問い合わせください。

リモコンを紛失または破損
リモコンを紛失や破損した時は、販売店にお問い合わせください。・ 
新しいリモコン（オープン価格）を購入された場合は、「IDコードの再登録」をご覧・ 
いただき、IDコードの再登録を行なってください。（⇒P60、61）

本書にしたがって、正常な取付け・接続・使用状態で製品に故障が生じた場合は、
「保証書」の保証規定にしたがって修理いたします。ただし、上記以外の取付け・
接続・使用状態による車の故障や事故等の付随的傷害・損害の補償については、
弊社は一切の責任を負いかねます、あらかじめご了承ください。



付録

付
　
録

69

製品仕様
リモコン
技術基準 RCR標準規格テレコントロール用無線設備適合
送信周波数 426MHz 帯
送信出力 1mW
送信時間 3秒以内
送信休止時間 2秒以上
動作温度範囲 －10℃～＋60℃
使用電池 リチウム電池　CR1620× 1
ケース寸法 28（W）×44（H）×9.8（D）mm　（アンテナ部、突起部除く）
重量 13.5g（電池含む）

メインユニット
受信周波数 426MHz 帯
動作温度範囲 －20℃～＋70℃
電源電圧 12V車専用 (DC8V～ 16V)
待機電流 平均7mA以下
寸法 73（W）×115（H）×32.5（D）mm　( 突起部除く )
重量 275g（コード含む）

アンテナユニット
受信アンテナ ヘリカル式アンテナ
コードの長さ 約1.2 ｍ
寸法 40（W）×24（H）×12（D）mm
重量 33g（コード含む）


